
 

  ７／５（火）の発表   
 

 
 
 

                             報道発表資料の配付日時  ７月５日（火）    
 

 発 表 項 目 
 （行事名） 

令和4年度『北海道クールアース・デイ』における取組の参加募集 
のお知らせについて 

 
 概 要 
 
 ※日時・場所・ 
  内容等 

道では、北海道地球温暖化防止対策条例において毎年7月7日を「北海道クールアー
ス・デイ」と定めており、7月7日及びこれに近接する期間に、事業者や道民の皆様に、地球
温暖化に対する関心や理解を深めていただく取組を集中的に行うこととしております。 

今年度においては、すでに道で実施している「ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト」に
ついて、「クールアース・デイ編」として、行政や事業者の皆様が取り組みやすい22の取組を
提示しており、参加を呼びかけます。 

つきましては、参加いただける行政機関や事業者の方を募集していますので、お知らせしま
す。 

 

○ 実施期間 

令和4年(2022年)7月21日(木)まで 

○ 参加登録方法 

「参加登録票」に取組内容等を記載し、下記アドレスあてメールでご提出ください 

【提出先アドレス】 

kikou.zerocarbon＠pref.hokkaido.lg.jp 

 

※ 詳細については、別添及び下記のホームページをご覧ください。 

   https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/zcs/coolearthiday.html 

※ ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクトについて 

   道では、道民の皆さまや事業者の方々に対して、脱炭素に向けたライフスタイル・ビジ
ネススタイルへの転換につながる取組『ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト』（チャ
レプロ）の実践を呼びかけています。 

参 考 

 十勝総合振興局では、「プラスチックごみの削減・マイボトルを持ち歩こう」に取り組むことと
し、７月７日のクールアース・デイに職員がマイボトルを持参し、プラスチックごみを減らす行動
に取り組みます。 

 何から取り組もうかと思われている場合は、振興局が選んだ項目について、一緒にチャレン
ジしてみませんか。 

 報道(取材) 
 に 当 た っ て 
 の お 願 い 

 ○取材にあたっては手指消毒、マスクの着用など新型コロナウィルス感染症防止にご協力 

をお願いします。 

留意事項 
※日時・場所・ 
発表者等 

 同 時 配 付 
 同 時 レ ク 
 記 者 レ ク 

 

その他   

 担     当 
 （連絡先） 

 北海道十勝総合振興局保健環境部環境生活課（担当者：吉澤・滝下） 
                      ＴＥＬ ０１５５－２６－９０２５（直通） 
                                     (内線２９５２) 

 



７／７に振興
局全体で取組
みましょう！

Ｒ４年度北海道クールアース・デイの取組
「ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト～クールアース・デイ編」

十勝総合振興局
「北海道チャレンジプロジェクト」の取組項目

取組の内容

CO2排出量を知ろう

CO2排出量を算定して
みよう

・振興局の年間の電気使用量から１日分のCO2
排出量を算出

カーボンオフセットして
みよう

・１日分のCO2排出量をオフセット

プラスチックごみの削減、マイボトルを
持ち歩こう

・7/7におけるマイボトル持参人数

紙の使用を節減しよう ・当月の「ZC十勝＋１アクション」として周知済み

できるだけ階段を使って体を動かそう ・当月の「ZC十勝＋１アクション」として周知済み

印のものは、CO2排出量・削減量の「見える化」にもチャレンジ
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○7月7日は「北海道クールアース・デイ」

●北海道地球温暖化防止対策条例において、毎年
7月7日を「北海道クールアース・デイ」と定めて
いる。

●条例では、7月7日及びこれに近接する期間に、
事業者や道民の地球温暖化の関心及び理解を
深め、行動を促すための取組を集中的に行う
こととしている。

○Ｒ４年度「北海道クールアース・デイ」の日の取組

●「ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト」は、９
の項目、３２の取組を道民・事業者の方に向けて
提示したもの（別紙３）。このうち、企業や行政
機関が取り組みやすい２２の取組を提示したもの
が「北海道クールアース・デイ編」（別紙２）。

●道自ら及び道内行政機関と連携した率先行動、企
業のゼロカーボンに向けた行動（アクション）の
促進を行う。

職員の
皆様へ

十勝総合振興局が取り組む

６月～７月の
重点行動です。

引き続きご協
力ください。

今回の
協力依頼

７/７はマイボトルを持参し、
CO₂の排出抑制を!!

＊ゼロカーボンマイスターを通じて取組結果を集計します。

マイボトルを持参することで、１人につ
き、ペットボトル１本分のCO₂の排出
（119g）を抑制
これは、エアコン冷房を約３時間稼働

させた場合の排出量に相当します。（電
気代にして約６円）



ゼロカーボン北海道 チャレンジプロジェクト

「北海道クールアース・デイ編」

 ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト（チャレプロ）では、道民の皆様や事
業者の方々に対して、脱炭素型ライフスタイル・ビジネススタイルへの転換につな
がる32の取組の実践を呼びかけています。

 そのうち、事業者の皆様や行政機関が取り組みやすい22の取組を、チャレプロ
の「北海道クールアース・デイ編」としています。

分野 取組項目 取組例

ビジネス
 CO2排出量を知ろう～CO2排出量を算定してみよう

• 自社のエネルギー使用量を把握しCO2排出量を

算出

 CO2排出量を知ろう～カーボンオフセットしてみよう • 自社のCO2排出量を算出しオフセット

紙の使用を節減しよう
• コピー用紙の両面使用

• 書類の電子化

 ノーマイカー通勤を進めよう
• 職員への呼びかけ

（メール、回覧、社内放送など）
 ノー残業デーを進めよう

在宅勤務やワーケーションに取り組もう

オフィス  オフィスの省エネ改修やZEB建替を検討しよう • 職場としての取組

節電・節水に取り組もう
• 照明スイッチやトイレへ張り紙

• LED化、節水器具の取付

 OA機器の買い換え時に省エネ設備を選ぼう • 省エネ設備のほかに、複合機の検討など

太陽光パネルを設置しよう • PPAの導入検討

交通  EVを利用してみよう • レンタカー、シェアカー等でEV車を利用

自転車や公共交通機関を利用しよう
• 業務で自動車からの変更

• 職員への周知、呼びかけ

車の買い替え時に次世代自動車を選んでみよう • 会社の方針としての取組

 エコドライブを実践してみよう • 職員への周知、呼びかけ

食 地元の食品や旬の食材を食べよう

すぐ食べるものは「てまえどり」

食品ロス削減！食事をおいしく残さず食べきろう
• 社員食堂での呼びかけ

• 飲食業で来客者への呼びかけ、掲示

食材の買い方、保存方法を工夫しよう

ごみ  プラスチックごみの削減、マイボトルを持ち歩こう • 職員への周知、呼びかけ

海をきれいにしよう • 海岸清掃イベントへ参加

 ごみ拾い運動に参加して街をきれいにしよう • 近隣道路の清掃活動

スポーツ

&

健康

通勤では、ウォーキングや自転車を利用してみよう • 職員への周知、呼びかけ

晴れた日は歩いて健康づくりをしよう

 できるだけ階段を使って体を動かそう • 職員への周知、呼びかけ

木を植えて、育てて、楽しもう • 植林、植樹の活動

森林散策でリフレッシュしよう

暮らしに木を取り入れよう • 道産材家具の導入

教育 環境の未来について考えよう

子どもを通じて親子で学ぼう

家族で環境の取組をやってみよう

衣 愛着ある服を長く大切に着よう

長く着られる服を選んでみよう

服をレンタル・サブスクしてみよう

着なくなった服は資源として回収に出そう

チャレプロ「北海道クールアースデイ編」（◆印が事業者、行政機関向けの22の取組です）
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✓愛着ある服を長く大切に着よう
✓長く着られる服を選んでみよう
✓服をレンタル・サブスクしてみよう
✓着なくなった服は資源として回収に出そう

✓地元の食品や旬の食材を食べよう
✓すぐ食べるものは「てまえどり」
✓食品ロス削減！食事をおいしく残さず食べきろう
✓食材の買い方、保存方法を工夫しよう

✓CO2排出量を知ろう
✓住宅の住み替え時に北方型住宅2020やZEHの家を
選んでみよう

✓節電・節水に取り組もう
✓家電の買い換え時に省エネ家電を選ぼう
✓太陽光パネルを設置しよう

✓プラスチックごみの削減、
マイボトルを持ち歩こう

✓海をきれいにしよう
✓ごみ拾い運動に参加して街をきれいにしよう

✓環境の未来について考えよう
✓子どもを通じて親子で学ぼう
✓家族で環境の取組をやってみよう

✓通勤・通学・レジャーでは、ウォーキングや
自転車を利用してみよう

✓晴れた日は歩いて健康づくりをしよう
✓できるだけ階段を使って体を動かそう

✓EV車を利用してみよう
✓自転車や公共交通機関を利用しよう
✓車の買い替え時に次世代自動車を選んでみよう
✓エコドライブを実践してみよう

✓木を植えて、育てて、楽しもう
✓森林散策でリフレッシュしよう
✓暮らしに木を取り入れよう

✓CO2排出量を知ろう
✓紙の使用を節減しよう
✓ノーマイカー通勤、ノー残業デーを進めよう
✓在宅勤務やワーケーションに取り組もう

「ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト」

４つの重点プロジェクト、９つの項目、３２の取組の呼びかけ

■「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて、道民の皆様や事業者の方々に対して、脱炭素に向けた
ライフスタイル・ビジネススタイルの転換につながる取組を広く呼びかけます。
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